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や[Ser(P03H2)2，11] -p 21Max( 1 ・ 13)-SR を合成し、 Fmoc 基を用いた時の合成成績と比較した。その結果 Fmoc(2-F)基
を用いることにより、塩基による副反応や C 末端のアラニン残基のエピメリ化を抑制でき、合成収率も 20%へと向
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上することが判明した
論文審査の結果の要旨
長谷川君は、生体の統御機構の解明に必要不可欠な物質であるリン酸化タンパク質の合成法に関する研究を行った。
すなわち合成に用いる樹脂の調製法や新規なアミノ基の保護基を開発し、優れたリン酸化ペプチドチオエステルの調
製法を開発した。さらに、発現タンパク質を合成用ブロックとする方法も開発し、それらを総合して、チオエステル
法によるリン酸化タンパク質の合成法を開発した。したがって本論文は、博士(理学)の学位論文として十分価値の
あるものと認める。
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